
 

市長に予算要望書を提出 
１１月２８日に党議員団は、各部局別に７８項目の新

年度予算に関する要望書を市長に提出しました。（写真） 

 今回は、市民のみなさんからよせられている、緊急度

が高い切実な要望をまとめたものです。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
回
の
審
査
請
求
は
請
求

の
あ
り
方
か
ら
し
て
乱
用

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
危

険
性
が
あ
る 

審
査
請
求
代
表
人
の
森
田
議

員
の
請
求
説
明
で
重
要
な
点
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

小
西
議
員
が
議
会
基
本
条

例
、
政
治
倫
理
条
例
の
前
提
と

な
る
議
員
相
互
の
自
己
・
相
互

の
批
判
に
よ
る
研
鑽
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
に
な
ぜ
直
接
指
摘

し
な
か
っ
た
の
か
の
問
い
に
、

「
鵜
飼
議
員
は
経
験
豊
富
で
議

長
経
験
者
で
も
あ
り
、
直
接
指

摘
せ
ず
、
審
査
請
求
に
求
め
た
。

未
経
験
の
議
員
な
ら
許
せ
た
」
、

「
審
査
を
通
じ
て
分
か
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
」
と
の
発
言
で

す
。
こ
れ
ら
は
、
審
査
請
求
の

乱
用
に
も
通
じ
か
ね
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
「
９
月
１２
日
の
一

般
質
問
が
契
機
で
、
市
長
の
閉

会
挨
拶
と
は
関
係
な
い
。
市
長

の
閉
会
挨
拶
は
意
外
に
感
じ

た
。
あ
と
の
２
件
は
そ
の
時
点

で
は
問
題
と
し
な
か
っ
た
が
、

今
回
付
け
加
え
た
」
と
し
「
一

連
の
流
れ
の
中
で
判
断
し
て
い

日
本
共
産
党
議
員
団
が
議

長
・
議
運
委
員
長
に
申
し
入

れ 

た
だ
き
た
い
」
と
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
発
言
の
内

容
で
は
な
く
、
議
員
の
政
治
活

動
、
議
会
活
動
を
評
価
す
る
も
の

で
、
倫
理
条
例
で
問
う
こ
と
は
筋

違
い
で
す
。 

  

当
時
の
議
長
・
議
運
委
員

長
、
議
会
事
務
局
長
も
本
会

議
で
の
発
言
は
問
題
な
し

と
の
意
見 

審
査
会
で
は
、
当
時
の
議
長
、

議
運
委
員
長
、
議
会
事
務
局
長
か

ら
、
質
問
通
告
や
質
問
と
答
弁
に

つ
い
て
意
見
を
聞
き
ま
し
た
が
、

（
鵜
飼
議
員
の
発
言
は
）
「
議
事

運
営
上
問
題
な
し
」
と
の
意
見
で

し
た
。
審
査
会
で
も
、
請
求
の
３

件
の
う
ち
、
９
月
１２
日
の
発
言
以

外
は
特
に
問
題
な
い
と
い
う
意

見
が
大
勢
で
す
。 

 

発
言
通
告
に
も
と
づ
き
、
議

長
の
許
可
の
も
と
で
の
発

言
が
な
ぜ
問
題
か 

審
査
請
求
者
は
、
９
月
１２
日
の

発
言
は
「
法
に
抵
触
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
」
の
は
違
法
と
の
主

張
で
す
が
、
答
弁
者
は
「
答
弁
で
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甲
賀
市
政
治
倫
理
条
例
基
準
等
違
反
の
審
査
請
求

に
基
づ
き
１０
月
25
日
に
甲
賀
市
議
会
で
初
の
政
治

倫
理
審
査
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
５
回
の
審

査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
で
は
審
査
会
設
置

か
ら
６０
日
以
内
（
１２
月
24
日
）
に
議
長
に
報
告
す

審
査
請
求
理
由
と
請
求
代
表
人
の
理
由
説
明
、
参
考
人
の
意
見
、 

条
例
の
主
旨
を
ふ
ま
え
総
合
的
な
判
断
が
も
と
め
ら
れ
ま
す 

一般質問日程 
山岡光広議員 １２月１０日（火）の２番目 

１ 新年度予算に市民の切実な願い実現をもとめて 

２ 気象変動による自然災害にどう備えるか 

３ 高すぎる国保税の引き下げについて 

４ 聴覚障がい者の社会参加を促進するために手話言語条例の

制定、手話通訳によるコミュニケーションの確保を 

５ 新名神甲南ＩＣとＰＡの接続流出入路について 

 岡田重美議員 １２月１０日（火）の 4番目 
１ 乳がん検診の超音波検査導入と検査年齢を３０歳以上に 

２ 誰もが安心して介護が受けられるために 

３ ごみを減らし住みよいまちをつくるために 

小西喜代次議員 １２月１１日（水）の１番目 

１ 近江鉄道の存続を求める 

２ 近年の災害の教訓からダムに頼らない治水対策を 

３ 市営住宅の入居条件から保証人の削除を求める 

４ 急増する放課後児童クラブの入所者対策について 

５ 信楽町の雲井地域と長野地域とのコミタク運行を 

き
な
い
」
と
明
確
に
答
弁
さ
れ
て

い
ま
す
。
質
問
は
事
前
通
告
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
場
で
異
議
を
訴
え

る
行
為
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
長
の
許
可
を
得
て
発
言
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
質
問
そ
の
も

の
を
問
題
に
す
る
の
は
質
問
権
、

議
会
の
行
政
監
視
機
能
に
関
わ

る
問
題
で
す
。 

 

条
例
３
条
８
号
は
「
不
正
の

疑
惑
を
持
た
れ
る
よ
う
な

行
為
を
し
な
い
こ
と
」 

審
査
は
、
審
査
請
求
の
根
拠
と

し
て
い
る
３
条
８
号
に
、
３
件
の

発
言
が
該
当
す
る
の
か
ど
う
か
、

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
が
「
該
当
し

な
い
」
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
回
の
審
査
請
求
は
、
議
員
の

議
会
で
の
発
言
の
保
障
、
質
問

権
、
二
元
代
表
制
の
も
と
で
議
員

の
行
政
監
視
機
能
と
直
接
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。
審
査
会
の
判
断

に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
を
侵
害
し
か

ね
な
い
事
態
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
、
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら

れ
ま
す
。 

鵜飼勲議員に対する政治倫理基準等違反の審査請求 

る
と
さ
れ
て
お
り
、
次
回
予
定
の
１６
日
に
最
終
的
な
方
向

づ
け
の
予
定
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
審
査
請
求
に
値
し

な
い
と
の
立
場
で
す
が
、
審
査
会
の
結
論
が
全
体
的
な
合

意
と
な
る
よ
う
、
審
査
請
求
の
教
訓
を
今
後
に
活
か
さ
れ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
裏
面
参
照
） 


